
「これからの精神保健医療福祉のあり方に関する検討会」 

の進め方（案） 

 

○ 当事者や関係者からのヒアリングを実施し、主に以下の論点について議論。 

 ・医療保護入院における移送及び入院の手続等の在り方 

 ・医療保護入院者の退院を促進するための措置の在り方 

 ・入院中の処遇、退院等に関する精神障害者の意思決定及び意思の表明の支援の在り方 

 ・精神病床のさらなる機能分化 

 ・精神障害者を地域で支える医療の在り方 

 ・精神疾患に係る医療体制の在り方 

 ・その他 

 

○ 上記について、以下の通り論点を分け、分科会を設けて議論し、論点を整理すること

としてはどうか。 

 各分科会において整理された論点を踏まえて、検討会において、意見のとりまとめを

行ってはどうか。 

 

①医療保護入院等のあり方分科会（仮称） 

 ・医療保護入院における移送及び入院の手続等の在り方 

 ・医療保護入院者の退院を促進するための措置の在り方 

・入院中の処遇、退院等に関する精神障害者の意思決定及び意思の表明の支援の在り方 

・その他 

 

②新たな地域精神保健医療体制のあり方分科会（仮称） 

 ・精神病床のさらなる機能分化 

 ・精神障害者を地域で支える医療の在り方 

 ・精神疾患に係る医療体制の在り方 

・その他 

 

○ スケジュール 

平成 28 年１月から議論を行い、分科会における議論の整理を経て、同年夏頃を目途に意

見のとりまとめを行う。 

  

資料２ 



 

想定される主な検討事項 

 

○ 医療保護入院における移送及び入院の手続等の在り方 

  ・家族等同意や市町村長同意の現状と課題の整理 等 

 

○ 医療保護入院者の退院を促進するための措置の在り方 

  ・前回改正によって法定化した退院支援策の現状と課題の整理 等 

 

○ 入院中の処遇、退院等に関する精神障害者の意思決定及び意思の表明の支援の在り方 

・退院支援に向けた意欲喚起等の取組 

・精神医療審査会の現状と課題の整理 等 

 

○ 精神病床のさらなる機能分化 

・病床機能の検討 等 

 

○ 精神障害者を地域で支える医療の在り方 

  ・アウトリーチ、デイケア、訪問看護等の医療機能の在り方 等 

 

○ 精神疾患に係る医療体制の在り方 

  ・精神病床の必要数 

・多様な精神疾患・患者像への医療の提供（うつ病・依存症等） 等 

 

参考 


